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声を再生する機器についての小史
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1．はじめに

　私が再生音という機械から発する音に興味を示したのは小学校四年生の時、ゲルマニュムラ

ジオを手づくりし、クリスタルイヤホンからNHKのラジオ放送を聞いたことに始まる。エナ

メル線（銅線）をまいたコイル、ゲルマニュムダイオードー個、1MΩの抵抗器一個、それに

クリスタルイヤホンをっないだだけの原始的なラジオ、放送局を選びだすためのバリアブルコ

ンデンサ（バリコン）もなく、コイルの巻数で選局する。ハンダ付けという電気工作に必需と

なる技術を使うこともなく、指で銅線をからめてっなぐ方法で作ったにもかかわらず、男性ア

ナウンサーの声が聞こえた時の感動は今も残っている。

　この後、電信器や真空管による並三ラジオなど次々とっくるようになる。短波放送を受信で

きるラジオ（BCL受信）に興味を持ちさらに無線の交信へと進むが、小中学生の工作にかけ

る費用（こづかい）はわずかで、とても、すぐに実現できるものではなかった。1960年代は日

本の電気メーカーが急速度に力をっけた時代で、メーカー製の高価な完成品としての通信機を

購入することなどどうにもならず、部品を集めて手づくりしても、すでに同等のものは作りよ

うもなかった。私は中学三年生の頃、無線からステレオ再生の方向に転進することになる。当

時の技術系月刊誌は、この二種が花形で、ステレオ再生の方の記述には「メーカー製をしのぐ！」

の文字がおどっていたからである。形は悪いが（むきだしのまま）音はいい！ということであっ

た。この転向には問題があった。ステレオ再生ということは音楽を聴くための装置づくりであ

る。にもかかわらず、特別に音楽が好きではなかった。

　時代は少しさかのぼるが、私の父は自作の電気蓄音機を持っていた。中波のラジオ放送と古

いSPレコードを聞くことができた。この電蓄の箱の中には2A3という大型の真空管式のアン

プと旧式のマグネチック型スピーカーが入っていた。ひどくせまい長屋ぐらしゆえ、私達兄弟

が生まれ、歩きだす頃はすでに使われなくなったと思われるのだが、私が小学校一年入学の時、

父は何を考えたのかSPレコード4枚組の童謡を買ってきた。そして電蓄で鳴らしてくれた。

なぜか鼻にかかった声の歌は、私たち兄弟にはおもしろくなく、おそらく一回しか聞いていな
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い。しかし興味は機械そのものに向かって、なぜ動くのか、そして音が出るのか、ずっと見あ

きることはなかった。小一のレベルでは、電蓄の箱の中味は難かしすぎたが、おし入れの奥に

大きな木製の道具箱があることを知る。ここに入っていた、ペンチ、ヤットコ、炭で熱する形

式のハンダゴテ、雲母（マイカ）の板などが遊び道具となった。

　このような体験が、ものづくりへの強い興味をひきおこしたようである。さらに私は幼児期

から色や形にこだわる傾向があったようで、母親によれば、夏にサンダルを買いに出かけた時、

女の子用は多種あるのに男の子用は当時、選ぶほど種類がなく、（白と黄色にこだわり）女物

のサンダルを買わされ、はつかしい思いをしたと言う。この時代から、私のっくるものは、常

にテキストのとおりにっくることは無かった。デザインとして、色や形に関心をもつ技術書

（子ども工作）はなかったように思われる。しかし、これも私固有の独善的感覚でつくった。

今日のグッドデザインのようなものではなく、使いやすいデザインとはずいぶん遠い。使いず

らいもの（自分しか使えない）がすきなのである。カメラで言えば戦前のバルナックライカや

1950年発表のフォクトレンダー社のものが一番手になじんでしまうのだ。

　さて、再生音にもどらねばならないが1992年の夏のこと、秋葉原の総武線ガード下にある内

田ラジオ店で黒くて四角いトランク状の箱をみっけた。それは手廻しの蓄音機だった。私は後

にポータブル型という小型のものであることを知った。あけてみると、ふたの内側にビクター

社のトレードマークである蓄音機に耳を傾けている犬（ニッパー）を発見し、喜んで持ち帰っ

た。ゼンマイをまき動作させると動く。しかし正しく1分間に78回転してくれない。結果友人

と共に一夜、二夜と直すことになった。ゼンマイの分解からアームの根元の軸受けのねじ穴の

切り直しまで、全面的な手直しとなったが、この時の油くさい手の臭いと朝日が完成した感動

とともに記憶され、唯一、一枚しかないSPレコードの音も、ここちよく聞こえたのであった。

仲間を集め改あて聞いてみると、声のリアルさに皆おどろいた。鉄の針がレコードの溝をこす

る針音は音楽（楽器の音）に消され、人の歌声が浮かびあがる。これでは自分の大事にしてい

たステレオの再生装置がかすんでしまうのではないか。

　私はこの時期、視聴覚教育教材論を専門学校で受け持っていたので、「再生音事始め」「音楽

再生の歴史」を導入した。レコードを知らない学生が一言もしゃべらず蓄音機の音に聞き入っ

ている。授業終了時には、目を輝かせてのぞきこむ。こうして、私は入力ソースであるレコー

ド盤から各年代の蓄音機までをさがしまわることになった。そして蓄音機時代の終りがイコー

ル電気時代の幕開けだったことを知ったのである。以下、2．は年代ごとに区分した再生装置

の解説。3．は「よい音」がどうとらえられ、どう変わっていったか。後編では人の声をクリ

アーに再生するという原点をさぐり、教育現場での拡声の問題を提起したい。

2．再生音はどのように発展したか

（1）声の再生とレコードの発明（19世紀後半）

　1877年の冬、エジソンの研究所で世界初の声の録音と再生実験が成功する。翌年1月には、
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エジソンスピーキングフォノグラフ社が設立され、有料で録音再生をするサービスが始まった。

円筒形でスズ（金属）がはられたレコードは1分の録音再生が可能であった。この後エジソン

は電球の実用化の為十年間、蓄音機に関心を示さなかったが、この発明の可能性を感じとった

他者による改良がおこなわれていった。第一は針音、スズはやわらかい金属であったが、それ

でも針が音溝を移動する時のこすれ音が大きく耳ざわりであった。スズのかわりにワックス

（ろう）をぬる方法が1885年に開発される。1987年9月には、円筒形（シリンダー型）から円

盤型（ディスク型）レコードへ。ベルリナーが特許を出している。このように蓄音機の改良が

進んだ1888年6月、エジソンは短期間に自らの蓄音機を改良し、ワックスシリンダー型2分録

音再生機を完成させた。円盤型の方は1889年になって、やっと蓄音機を完成させた。エジソン

の方は電気モーターを装備した完成形だがベルリナーの方は手でクランクをまわすおもちゃの

ようなものにすぎなかった。1895年、エジソンは、スプリング（ゼンマイ式）モーターによる

蓄音機を開発、これにより、小型で軽量な、家庭で楽しめるものとなった。1898年、円盤型蓄

音機の改良型、いわゆるニッパーモデル（ビクター社の犬のマークに見られる蓄音機）が完成

する。ここにシリンダー型対ディスク型の競争が始まる。これは、今日のビデオのHD・DVD

対ブルーレイといった技術競争の始まりであり、今日にいたるまで続けられている。

（2）再生音を楽しむ改良の連続（1900～1924）

　1912年10月、エジソンは黒色の円筒型ワックスシリンダー型レコードを倍の4分に延長させ

たブルーアンベロール型を開発する。これまでの黒レコードから、青に変え、3000回は演奏で

きると宣伝した。これは、円盤型が3分のレコードを開発したことの対抗である。円盤型の代

表であるビクター社は、1903年V－1号からV－5号までのよく絵や写真で見かけるラッパを有

する蓄音機を開発し、また、レコードの販売にも力を入れ、ポピュラーからクラシック音楽ま

でそろえられた。ビクターの蓄音機は再生専用で録音はできないが、スタンプ式で安くたくさ

んレコードを製造可能だった。円盤型レコードが優位となっていくのは、レコードが再生音を

楽しむものとして定着していったからであろう。エジソンは、音楽再生を蓄音機にできること

のひとっにすぎないと考えていた。書記の役割、商取引の口約束の記録他、多目的用途をすて

ていなかった。したがってレコードの品ぞろえは貧しかった。また円盤型は千枚そろえても、

収納スペースはコンパクトにおさまるが、シリンダー型はひどくおおきくなる。結果、1914年、

エジソンも円盤型ダイヤモンドディスクを開発、25センチの円盤、厚みがビクターのものの3

倍もある4分盤であった。この方式の優位を示すため、1919年にはオフィシャルラボラトリー

モデルC－19型（チッペンデール）による「生音すりかえ」実験を行なう。歌手の声を途中で

再生音にすりかえるという実験で、エジソンはこれに成功した。ところで、エジソンとビクター

社の音の記録方式は、レコードの形状以外にも違いがある。音は波形として記録されるが、エ

ジソンは上下方向、ビクターは左右方向に振動する。シリンダー型は、針の角が常に一定だが、

ディスク型は常に変わっていく。さらに円盤の外周と内周では記録密度が違ってしまう。エジ
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ソンの針はサファイヤやダイヤモンドを使うが、ビクターは使い捨ての鉄針である。エジソン

ダイヤモンドディスクは円盤だが、音の記録は上下方向だった。また、針の進み方が今日の

CDのように円周に対して垂直方向になっており、機械としては最善をっくしており、理論的

にエジソン機は忠実であった。

　しかし、音を楽しむという「道具」にしぼり、レコードの録音、販売に力を入れ、大型にな

るラッパを箱の中に入れるといった使い手に対する改良を試みた円盤型の方が1920年以後は主

流となっていった。（1910年ビクター社インナーホーン型VV－10号機「ビクトローラ」開発以

後蓄音機は家具調となった。）

（3）マイクロフォンによる電気録音（1925～　）

　1925年の冬、ビクター社は、家具調のビクトローラ蓄音機の新型を小型から大型までライン

アップさせ大量宣伝のもと販売を開始する。大きな変化は、電気録音によるレコードを再生す

る蓄音機であり、今までの機械式蓄音機のすべてに買いかえを要求するようなものであった。

確かに音の低域はずっとのびて、人の声の周波数特性をこえるものがあった。しかし、こまっ

たことに、このレコードは以前の蓄音機で再生するといい音にはならず、逆に、以前のレコー

ドを、新しい蓄音機にかけても、まともな音にはならない。今日の「レコードからCDへの変

化」と同じ買いかえが80年前に起こったのだ。ビクター社のビクトローラ「クレデンザ」蓄音

機は、アコースチック蓄音機の最後として、技術的頂点となった。1）

　この三年後には録音だけでなく再生技術の方も電気化する。すなわち、録音されたレコード

盤の針溝から機械的に電気信号にかえる「カートリッジ」と信号を拡大する「アンプリファイ

ヤー」、大きくなった電気信号から音を生み出す「スピーカー」を組み合わせた電気蓄音機の

登場である。これには、当時の先端技術である電気工学が必要であり、中小のメーカーや機械

式にこだわったエジソンの蓄音機も休止に追いこまれていった。さらには、ラジオ放送の開始

に伴う問題も大きく影響した。レコードを購入しなくてもラジオからは、音楽も人の声も「無

料」で流れてくるのである。この危機に蓄音機メーカーはラジオを組み込み、今日でいえばラ

ジカセのような合体により生き残ることになる。電気録音はSPレコードの後期に生まれ、こ

れを再生する装置である蓄音機も電気式に変わっていく。聞き手の視点からすると、新方式の

誕生期は旧方式の再生音の最高のものにはおよばない。特に電気蓄音機の初期（1920年代）は

ひどく、また高価だった。にもかかわらず電気化するのは、時代がより大きな音を求めたから

である。ビクトローラクレデンザやHMV203でも二百人以上の聴衆には弱すぎた。（音楽の友

社のホールで体験した。）鉄針の振動をそのままラッパにより拡大するのでは限度がある。ど

うしても電気信号で大きくする必要があった。ここからまた、アンプリファイヤーやラウドス

ピーカーの小さな改良が限りなく続けられる。アンプリファイヤーは真空管式から始まる。直

熱三極管を例にとると、RCA245を使う電蓄が1920年代末に生まれ、1930年代前半にはRCA2A3

を使う電蓄がよい音のする高級機として誕生した。この電蓄時代はSPレコードでいまだ片面
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3分から5分で、オーケストラを楽しむのに3枚、4枚を必要とし、盤のとりかえが大変でオー

トチェンジャーといった装置も生まれていった。RCAはラジオコーポレーションオブアメリ

カで、この時代の真空管にはRCAビクターと名の入ったものがある。電蓄会社はラジオ会社

に合併となったのである。

（4）SPレコードからLP、　EPへ（戦後～1950年代）

　LPレコードは1948年アメリカ、コロンビア社の開発である。　EPレコードは日本においてドー

ナッ盤と呼ばれたものでこちらはビクター社。これにより電蓄は再度すべて買い直す必要が出

たのだが、新しい電蓄には旧式のSPレコードもかけられる工夫が入っていた。これは今日の

視点からみても、立派である。（1982年頃のCD移行時は、まったく適合せず！）日本では戦後

10数年はSPレコードが主で私が小学一年生の時聞いた音がそれにあたる。なお、　SPレコード

のSPはスタンダードプレイであり、　LPレコードの開発にともなってっけられた。確かに音の

周波レンジは拡大し、ひずみも小さくなっていく。これにともないアンプやスピーカーもその

性能を高あ、この時代（モノーラルLP時代）では人間の耳で聴ける範囲といわれる20Hzから

20000Hzの低音から高音までをカバーすべく技術を高めていった。　LPレコードは1分間に33

1／3回転の回転スピードで、ダイヤモンド針のっいたカートリッジが針の振動を電気信号に変

え、これを真空管式のイコライザーを通したのちパワーアンプで増幅、スピーカーを鳴らした。

カートリッジは圧電型のクリスタルからMM（ムービングマグネット）型やMC（ムービング

コイル）型に発展していった。アンプは真空管式からトランジスタ式へ、スピーカーはマグネ

チック型からダイナミック型へと発展していった。日本では戦後の1960年代に入ってからのこ

とである。

（5）ステレオの時代（1960年代～　）

　それまでにも、いくっかのステレオへの試みがなされていたが、この時代にLPレコードは

ステレオ再生する方法を確立させた。今日でも、技術の方式による違いは開発競争で対立して、

2方式が統一できず問題をおこしているが、ステレオ化はこの時代、アメリカの絶対優位にお

いて統一された。（デッカ方式が降りた。）また日本では1963年FMのステレオ放送がはじまっ

た。

　このステレオ誕生の時代、再生音の単純な向上、すなわち「よい音」へのベクトル（方向）

は、一本の太い直線ではなく、あちこちに枝分れしていったと考えられる。第一の理由は、左

右2セットも必要になる再生装置ゆえ、コンパクト化をしなければならなくなったこと。価格

にしても2倍の値をっけることは難しく、コストダウンしなければならなくなったこと。これ

が、第二の理由である。第三は、機械の性能向上の法則としての大型化は、その限度（たとえ

ば部屋の入口よりは大きくできない。）に達するとダウンサイジングするということ。そして、

一度コンパクトへの方向にベクトルが向けられると、聞き手には「見えない」性能のダウンを
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行ない、重厚長大から軽薄短小へとかぎりなく進むと考えられる。

　レコードのステレオ化の後、1970年代からのカセットテープの流行とウォークマン。これは、

それまでのオープンリール型テープレコーダー（テープスピード・テープ幅ともに大きい）よ

り明らかに性能はダウンしている。しかし、小さく、きわめて便利な道具だった。次に、LP

はCDにその役割がとってかわる。（1982年）こちらは、アナログ方式からディジタル方式への

転換なので、性能的には向上ということになる。CDは、今日さらに様々な新しい規格（スー

パーCD・1999年・DVDオーディオ等）に変えられようとしているが、　CD以上に性能アップ

が必要かどうか。人間の聴覚をこえる性能ゆえ、それまでの、LPからCDへといった劇的転換

はおこっていない。逆に、CDの規格を落とした、　MP3やその他の圧縮技術による超小型化、

それは百円ライターの寸法にまで再生機器をダウンサイジングする方向に進んでいるのが21世

紀初頭のオーディオ事情である。よい音のベクトルは、耳にここちよく、より各ジャンルの音

や音楽に合わせた、いわば音の改造（イコライジングによる）の方向にむいている。これは、

何も加えない、何も引かないという「原音追求」とはまったく別といえるだろう。だからといっ

て、そこから出てくる音は、たいへん乗りのよい見事な音なので、聴き手の多くは必要十分で

ある。これは、今日の社会、特に都市化したところでの生活空間における人工音の多さが原因

で、これになれると、人工的「音の加工」も「自然」と感じるからだ。テレビの音、電車やデ

パートの放送音、皆、人工的なスピーカからの音であり、時として会話が通らない位の音があ

ふれている。これが今日の都市の日常なのだ。

　なお、ステレオは左右両側のスピーカーから音を出し、「音の像」を中央にっくるという。

すると、歌手が中央で歌っているように感じられる。この虚像のリアル感が魅力なのだがこれ

を認めるとしても、音像を中央に正確な寸法で浮き上がらせるのは難しい。また正しく中央に

正座をするというような聞き方を要求しており、イージーリスニングではピンポイントの「定

位」はうまくいくはずもない。また、音像が大きくふくらむ「ビックマウス」といわれる巨大

な口から声が出るような不自然さ再生音がマニアの間でまかりとおることにもなる。（トリオ、

現ケッウッドの創立者である春日二郎氏によれば「ディジタルグラフィックイコライザー」

（ヴォイシング・イコライザー）」をとおし、「ディジタルチャンネルデバイダー」から各アン

プ、スピーカーにっなげればぴったり定位するという。2）

3．声の再生について、歴史的な音の体験

（1）よい音にっいての多様な定義

　よい音とは、きわめて感覚的であって、定義することは難しい。しかし、よい音と感じるこ

とは数多く体験している。よい再生とは自然にあるよいと感じる音がそっくり、そのまま表現

されることである。これを原音再生という。たとえば、80年以上前にエジソンが行なった、演

奏会の途中、生の声を再生音（エジソンダイヤモンドデスクによる）にすりかえるという実験

は成功したように、可能3）なことなのだ。しかし根本的問題はたくさん存在する。その第一
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の問題は「よりよい音」があるということである。蓄音機の時代でも2台を比較すると、こち

らのほうがいいという差を感じてしまうのである。第二の問題は「時間差と記憶」である。音

は写真のように同時に比較できない。はじめに聞いた音と後の音では時間差ができてしまい、

前の音は記憶にたよることになる。この人間の記憶には、わすれるという問題と、期待すると

いう別の感情がともなう問題がある。たとえばディジタルカメラによる写真の色表現には、記

憶色という言葉がある。見たとおりの色ではなく人が記憶しているよいと感じる色へとシフト

した方がずっとよく感じるという考え方である。音は、これ以上にあいまいであり、比較する

と必ず感情が入ってしまう。

　以上の理由から、音を物理的な特性で数値化あるいはグラフ化して、この特性上の優劣でよ

い音を決めることになっていく。これは音をマイクロフォンで電気信号に変えることが可能と

なった1925年以降、測定データが重視され、モノーラルLPの時代には人間の耳の能力を超え

るべく努力が重ねられていった。周波数特性は人間の聴く力の低音限界として20Hzから高音

の最も上限の20000Hzまでが目標となる。ひずみ率は信号音と雑音の比率で0，1％以下が実現

されていった。今日の音響設置マニュアル2006年版ではアンプの特性基準が下記のようにしる

されている。「20Hzから20000Hzがフラット（平坦）でひずみ率は0．01％以下、出力100Wが長

時間出せる」とある。電気信号がディジタル化された部分では、この基準は簡単にクリアでき

る。しかし、問題は入口と出口であって、音を電気信号に変える部分と、電気信号を音に変え

る部分はきわめて難しい。すなわちマイクロフォンとスピーカーはいまだ実現されたとはいい

がたく、また、特性がよくても、いい音には聞こえないという主観的で感情的な問題が常にっ

きまとっている。ここで音とは何かにもどって論じると、色に「あたたかい色・っめたい色」

「明るい色・暗い色」「あざやかな色・にぶい色」という違いがあるように、音にも、「大きい

音・小さい音」「明るい音・くらい音」「あざやかな音・にぶい音」がある。この明暗・濃淡の

評価にしても、音は光より「大小」以外あまりはっきりした評価を出すことができない。最も

にぶい音はこれだときめたり、これが一番あざやかな音だときめるのは難しいことなのである。

　私が再生音の評価基準に「声」をとりあげたのは、主観的評価をとり入れる為である。それ

には人間が日常的に聞いている音で一番判断がしやすい音でなければならず、これに適合する

のが「声」なのである。

　人間は、まったく同じ発声器管をもち、同じ発声法をしてもひとりひとり固有の声質を有す

る。そして、誰もがそれを聞き分けることができる。以下、声といっても歌声が主ではあるが、

歴史的な再生装置の出す音にっいて評価を試みる。同一の音源があるわけがない。しかし人の

声ではある。

（2）エジソンのろう管式蓄音機（写真①）

　これは、エジソン・ジェムと呼ばれた普及期で再生専用機である。約2分の演奏が可能。

1902年のもので百年以上たった今でも音が正しく出る。きわめてしっかり作られており工芸品
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写真①　エジソン・ろう管式蓄音機 写真②　HMV・モナーク蓄音機

といえる仕上げである。音はどうかといえば、昔の黒電話レベルと言えよう。ただ黒電話の音

が悪いとは単純に言うことはできない。人の声を聞き分けることが可能な音なのだから、本来

の目的には十分に適しているのである。私には、今日のプラスッチクおもちゃのような電話器

の音の方がひずんだ音だと感じる。黒電話のカーボンマイクとスピーカーは上等であり、さら

に電源不要なのだから理想的である。（私はFAXが使えないので泣く泣く黒電話をはずしてい

るが今でもすぐ使える準備はしている。）

（3）HMVモナーク蓄音機（写真②）

　英国グラモフォン社は、アメリカ・ビクター社の蓄音機の英国版であり、技術的には同一と

考えてよい。ラッパの口径は50cm近くあり、エジソン機の10cmと比較すると巨大である。典型

的な外付式ホーン（木製）は響きもよい。サウンドボックス（発生器）はエキシビジョン型で

マイカ（雲母）振動板。音ははぎれのよい、はりのある音で高音の方が多く出ているように感

じられ、低域は少し薄い。電話の音よりはずっと周波数帯域が広がった感じである。1910年代

の末の機械と思われるまさに工芸品で美しい。

（4）エジソン・ダイヤモンドディスク（写真③）

　エジソンの蓄音機はシリンダー型をやめ、円盤型になるがライバルのビクター機をはるかに
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写真③　エジソン・ダイヤモンドディスク機

写真④一1　HMV　VV265型

写真④一2　HMV　VV265型

越えたメカニズムを有する蓄音機が誕生する。1920年頃のテーブルに置くタイプ。（エジソン

の機械はフロア型でも下部はレコードキャビネットにすぎないので大型も中型も音は特別にか

わらないはずである。）ラッパは箱の中に入っているが金属のダ円形をしており、レコードの

進行とともにゆるやかに首をふる。すべて機械的にスムーズに動作する様は見事なものである。

音は先のビクター機と同等かややかたい音質のように感じられる。やはり今日の感覚では低音

が薄く感じてしまう。

（5）HMV　VV－265型（写真④）

　横幅1mをはるかに越える大型で、アンティーク家具そのものである。ラッパは中央にあり

レコードを回転させるターンテーブルの下から四角形に広がる。ラッパには左右開きの戸が付

く。マホガニー材が美しく、金属部分は金メッキで仕上げられている。音はエジソン機より上

で、キビキビとして低音もやや多くでているように感じられる。黒人ジャズシンガー「ビリー・

ホリデイ」の『奇妙な実』のSPレコードは絶品で、声が生々しい。これが1920年代前半に誕

生したということはおどろきである。サウンドボックスはマイカ振動板の最終型であるNo．4

とよばれるもので、おそらく、このサウンドボックスが音のよさの秘密であると思われる。そ

れは（2）も（3）も（4）もラッパの口径がさほど違わないからである。（ラッパが大型に

なるほど低音を増幅する。）機械録音時代、トップレベルの蓄音機ということができる。
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写真⑤　ビクトローラ・クレデンザ

写真⑥一1　ニッポノホン

写真⑥一2　ニッポノホン

（6）ビクトローラークレデンザ（1925～　）（写真⑤）

　電気録音用の蓄音機で、電気を使わない機械式再生技術の頂点といえる蓄音機である。きわ

めて大型で、ホーンは箱の中に組み込まれるが、折りまげられた長さ1．8mにおよぶ。このラッ

パから出ている低音はたいへん豊かである。池田圭氏4）によると、200Hzから5000Hzはでて

いるというが、もっと広い帯域の音に感じるとともに、たいへんやわかい音になっている。

HNV－VV265型のメリハリのっいた音とは別物のようで、これはジュラルミン振動板による

No．5型サウンドボックスがその音をつくっている。このサウンドボックスは小型機から大型

機まですべての機械で使われているが、ホーンのサイズの違いで音は変わり、ホーンが大きい

程低域は豊かである。しかし、ビリーホリディの声はクレデンザで聴いても豊かですばらしい

が、私はHMV－VV265のやや高域にシフトした音の方が好きである。声が前に出てくるよう

なイメージなのだ。声の好みは人それぞれであり、戦前のこの女性シンガーの声を聞いている

人は80才をすぎている。したがって私は声を想像するしかないのだが。ところが戦前のシャン

ソンとなると、なぜかクレデンザの方が豊かでよくなってしまう。ダミアの「暗い日曜日」

「人の気も知らないで」などは低音のきいた、しなやかな歌声にっっみこまれるのである。少

なくとも、この二人の歌手においては、最近のCD復刻版から流れるスピーカーの音とは比べ

ものにならないほど蓄音機の方がリアルに聴けるのだ。

　ここから導び出されることは、少なくとも声の再生において蓄音機は人間の求める音の再現
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写真⑦　RCA・マグネチック型スピーカー　写真⑧　ウエスタンエレクトリック・10D型

力を満たしていたと言えるのである。ただし、この時代、日本製の蓄音機は多くが落ちてしま

う。蓄音機の音を知る老人の言に、「ああ、あのザーザー、パチパチの中から声のする、ひど

かったね。」がある。原理を知らずコピーした機械で、部品、素材共におそまっであった。（ニッ

ポノホンが最初に出したインナーホーン型を聞くと最初期のエジソン機の音であり、また回転

速度が正確にならない部分などエジソン機にはるかにおよばない。）（写真⑥）

（7）電気録音レコードの電気的再生（1920年代）

　機械式蓄音機は1930年頃にはほとんど姿を消し電気を使う「電気蓄…音機」に変わっていくが、

この時代のスピーカーは「マグネチックスピーカー」呼ばれ、大型の紙のコーンがっけられた

タイプ（コーンスピーカー）と小型の金属板にラッパをつけたホーンスピーカーがある。この

音を最初に聞いたのは、まだNHK愛宕山放送資料館があった時、（1980年頃）放送技術の発展

という展示の中で、古い順にマグネチックホーン型、マグネチックコーン型、ここまでは戦前、

そしてダイナミックスピーカーの最新型であった平面スピーカーが比較されていた。まわりに

人がいなかったので私は長々と試聴した。その理由は、私の耳には一番古いホーン型が一番よ

く、次に最新型、真中のマグネチックコーンスピーカーはひどいものであったので、どうして

小さな黒いラッパからすきとおった声がでるのか不思議に思えたからである。当時は蓄音機の

音など聞くこともなく、その疑問は未解決のままとなってしまったが、マグネチックコーン型
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　写真⑨　ゲルマラジオ

右：新型左：戦前米国製
写真⑩　デッカ社・ボーデッカ電気蓄音機

でも、すぐれた音の出るものがあることをずいぶん後になって知った。（写真⑦一RCAのマグ

ネチックコーンスピーカー）この1920年代という時代は、電話技術や放送技術が急速に発展し、

蓄音機と商業的に対立する状況にあった。（写真⑧・ウエスタンエレクトリック社・10D型ホー

ンスピーカー）このスピーカーは1910年代の末、電話開通とともに、電話交換士に使用された

ものだという。私は10Dを、戦前のドイッ・テレフンケン社製再生検波ラジオにっないで音を

出してびっくりした。子どもの頃はじめてゲルマニュウムラジオをっくり、NHKのアナウン

サーの声を聞いたことを、この時思い出したのである。選局し、ノイズを消すことの難かしい

ラジオでレバーやっまみがたくさんあるのだが、ピタリと合せたその瞬間、すみきった声がひ

ずみなく出てきたのである。10Dは高さ1m近く、開口径40cm近いホーンなのだから人の声の

周波数帯域はカバーできているのだろう。今日のスーパーテヘロダイン式ラジオに感じられる

モガモガと鼻にかかった音の感じはなかった。人の声の再生に関してはこの1919年頃のスピー

カーで満足できるものである。さらに、ゲルマニュウムラジオを鳴らす原始的なクリスタルイ

ヤホンだが、音量がちいさいこと以外声はとてもクリアに再生できることを再確認している。

（写真⑨・右・トランジスター1石式ラジオ、音を一段増幅したゲルマラジオで、これならアー

スは不要となる。）したがって次世代への進化のポイントは大音量だということになる。
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写真⑪　タンノイ社皿LZグラナダ型 写真⑫　リン社ケイタン型スピーカー

（8）電蓄（電気蓄音機）の時代（1930年代・写真⑩・ボーデッカ）

　この時代は真空管式の増幅器（アンプリファイヤー）とダイナッミックスピーカーによる再

生が主となる。アメリカではRCA45（1927）、　RCA2A3（1932）といった音響用に開発された

真空管と大音量が可能なダイナミック型スピーカーが出現し、音量においても、その他の音の

質や便利さの部分でも優位となる電蓄が流行した。この時代の電蓄の特徴は豊かな低音が大音

量で出ることである。また、機械式では不可能に近い音量のコントロールが、ボリュームを回

転させるだけで可能となった。写真⑩は英国デッカ社ボーデッカ蓄音機で、最高級のデッカデ

コラより下位の機械である。こちらはSPレコード専用で、レコードを次々に演奏させるオー

トチェンジャーがっけられている。くるみ単板のっき板が左右対称にはってある。前面は曲面

になって家具調の仕上げである。スピーカーはダイナミック型8インチか10インチのものが3

本並べられ、マルコー二社のPX4型真空管2本のプッシュフルアンプでスピーカーをドライブ

する。低音は出すぎとも言える音であり、ややモコモコとした「低音のかぶり」を感じる。し

かしこれは今日のCDを入力させた時の評価であって、当時のデッカレコード（SP）を演奏す

ると、見事な音楽が流れる。声に限って評価するなら、低音にシフトした太い音で、これは好

みの問題になってしまうのだが、私自身はもう少し細い方がよい。再生音の評価からすると音

楽再生が主目的で、声の再生には性能を上げすぎている。
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写真⑬　46センチロンドンウェスタン製　写真⑭　46センチロンドンウェスタン製

　　　　スピーカー　　　　　　　　　　　　　スピーカー

（9）LPとステレオ再生の時代（1940～1960年代）

　SPレコードに変わって長時間の再生が可能なLPレコードが主流となってすぐに、新しい発

想のステレオ再生が実現する。発想は古くからあったが、レコードの一本の溝に2っの音を

（右と左）録音、再生する技術の開発には時間がかかった。日本では1960年代、真空管アンプ

と大型の箱におさめられた2っのスピーカーの存在が家庭のステータスシンボルとなり、1970

年代になって、真空管がトランジスターに変わっても家庭の中心にはカラーテレビとステレオ

が置かれていた。音はどのように進化したかを考えると、アンプなどの物理的な特性は確かに

向上したが、聴覚的にどのようによくなったかは、定かでない。この時代、アマチュアのハン

ドメイドが、レコードプレイヤーからアンプ、スピーカーに至るまで可能だった。「この部分

に手を加えたら音が変わった」という小さな努力の積み重ねが可能だった。メーカーも、この

小さな努力を重ね、「この改良が音をよくした」と売り込んだ。この時代の音として、オーディ

オセットを組んでみた（この時代は各社の特徴を生かした個々の製品を組み合わせて使った。）。

これは一例であるが、レコードプレイヤーがスイス・レンコ製、アンプはウエスタンエレクト

リック社300Bシングルアンプで自作品（当時この真空管は特別なもので入手できなかったが。）

スピーカーは、英国タンノイ社製25cmモニターゴールド写真⑪。高級機なので、確かにいい音

が出る。音楽も声も十分満足できる。ただ問題なのは、おそらく、これよりはいい音があるだ

ろうと思ってしまうことだ。事実、25cmの口径のスピーカーの上に30cmモニターゴールドがあ
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写真⑮　左上．エジソン　左下と中央：SPレコード　右下：LPレコード

り、最上位に38cmがひかえている。ここまでくると、先の蓄音機の最終型「クレデンザ」の寸

法をこえてしまう。それも左右2台使うのだ。ここであえて冷めた耳で声の再生を試みると、

（38cmは私の部屋ではなくショールームでだが）、正確にステレオの中央に音像が浮かんではい

ないのだ。オーケストラの音はすばらしいのだが、カザルスの無伴奏チェロソナタでは音がふ

くらみ、また声の場合は中央に定位しても高さが違う。少なくとも声の再生に関して言うなら

ば、モノーラルLP時代から進歩しているとは感じられない。

（10）CDの時代（1980年代以後）

　LPからCDへと変化した1982年頃の事情を、トリオの（現ケンウッド）創立者・春日二郎氏

は著書「オーディオ昨日今日明日」の中で多くの評論家がCDは、高級LP再生機より下、一般

LP再生機より上といった評価をしていたことを実名入りで冒頭にしるしている。その中で日

本オーディオ協会理事長であった高橋三郎氏が音楽再生の大先輩である池田圭氏と高城重躬氏

が次世代機としてCDを肯定的にのべたことを示して、録音再生機の技術発展に期待していた

と書いている。春日氏は技術畑の方で、新しい技術に対して可能性を求めるタイプゆえ、この

変化を自信に満ちた言葉で肯定している。彼は、この後、退社して新しく高級オーディオ機器

の専業会社（アーキュフェイズ）を起こす。日本の典型的技術者といえよう。技術をとぎすま

す職人芸的エンジニアということである。この時代の、さらに、21世紀における代表機種は所
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有していないので、マランッのCDプレイヤーにデンオンのトランジスターアンプ、英国リン

社のスピーカー（KAETAN・私の音の基準としてスピーカー）写真⑫をっなぐ。　LP時代のタ

ンノイ・皿LZモニターゴールドと比べて、コンパクトなスピーカーであるが、リンもいい音

が出る。おそらく、これだけ聞いているなら何も不満はない。声はとても美しい。唯一気にな

るといえば、所有するCDによっては、正しく定位しない（真中に声が定まらない）ものがあ

り、録音方法によっては問題が出てくるように思える。コンパクトになって、以前の大型装置

と違わないというのは進歩といえよう。

　ところが、ある、きっかけから入手したSPレコード後期からモノーラルLP時代に英国で作

られたロンドンウエスタンの46センチスピーカー（映画館用）写真⑬⑭をCDの左右の片側だ

けにっないで聞いてみて、びっくりした。この巨大なスピーカーは箱にも入れていないし、高

音用のスピーカもっないでいない。しかし、こちらの方がずっとよいのである。なぜか高い方

の声も聞こえる。カザルスのチェロは見事であった。

4．おわりに

　声の再生という、あたりまえでシンプルな音の再生においては、機械式蓄音機の後期のもの

で十分実用となる。一人の歌手を一人で近い距離から聞くという条件がっくが、ソプラノ歌手

の声は見事に再生される。しかし、そのそばでひくピアノは完全な再生とは言えない。これが

電気録音機械再生である大型蓄音機の最終段階では、このピアノも、それ以上に大きなオーケ

ストラでも実用として十分に聞くことができた。しかし、クレデンザ（蓄音機の代表として）

でも、100人の人々に聞かせる装置としてはパワーがたりない。学校の一般教室なら十分なの

ではあるが。5）より大きな音、あるいはより強力な低音を出すために技術者は電気録音、電気

再生という新しい装置、すなわち「電蓄」を生み出した。さらにより再生音のリアリティを求

to、ステレオという装置が生まれる。この左右から出る音で、何もない中央に音像を結ばせる

再生テクニックは、結果的に一般化して、今日に至る。LPレコードがカセットテープやCD、

そしてDVDやスーパーCDにかわっても基本はステレオである。もちろん4チャンネルや5・1

チャンネルなどさらに多チャンネルが試みられているが、おそらくステレオ（前方左右2チャ

ンネル）で十分ということになるだろう。

　しかし、人の声の再生の生々しさ、あるいはリアリティに関しては、声の持っせまい周波数

帯域、ダイナミックレンジ（音量の大小の幅の広さ）の狭さゆえ、物理特性が最高レベルを要

しない。したがって、声の再生は簡単であると考えられてしまったことに問題があったと考え

る。一般的な測定機で調べられる範囲を越えた、たとえばパルス特性など、信号に対する反応

の速さ、さらに音の出る速さと逆の音の消える部分での早さを考えていない機器が多い。また、

音楽の響きを優先し、低音と高音の（人間の耳に聴える範囲をこえたところで）特性を要求し

すぎたからではないか。このような機器で人の声を再生すると、リアルな人間の声とはかけは

なれた音となるにもかかわらず、この「変な声」を不自然と感じないのは、現代人が、低レベ
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声を再生する機器にっいての小史

ルなトランジスターラジオやテレビの音を日常あたりまえのように聞きっづけ、街中のより低

レベルの拡声機の宣伝音を大音量で耳にしている現実が存在するからである。さらに言えば、

本当の「生」の会話より、さらに圧縮された低レベルの「ケイタイ」電話器の声の方を多く聞

く人々が増加している実情では、自然な虫の音、静かな人の声など聞くことがないのであろう。

これは、幼児教育の現場、学校、大学においての拡声装置の貧しさにも問題がある。体育館で

のピーピー、フォワン、フォワンのハウリング音、日光の鳴龍のような音の反射、運動会での

10％を超えると思われるひずんだ拡声音、いい声ともいい音楽ともかけはなれていると言えよ

う。後編では学校教育が生まれ、その機器が歴史的にどうあっかわれてきたか、どこで音の貧

しさが発生したかを論じる予定である。

註

1）技術的頂点とは、クレデンサの後も新型蓄音機は生まれるが技術的側面で革新的改良はな

　　い。ゆえに頂点という言葉を使った。電蓄の時代でも蓄音機を作った英国EMG社のオー

　バーサイズモデルなど、音のよい（と言われる）ものは少数存在する。

2）春日二郎氏は、高音から低音までを5分割し、それぞれのスピーカーの振動板の位置をそ

　　ろえるため、ディジタル式で音の波をぴたりと合せているという。この機器にヴォイシン

　　グ・イコライザーと名まえをっけたところがすばらしい。ヴォイスは声で、この声で合せ

　ていると思われる。

3）2．の（2）で書いたとおり、エジソンは「チッペンデール」蓄音機で生の歌手の声をレ

　　コードにすりかえる実験を成功させた。この後も同種の実験は試みられているが、エジソ

　　ン同様、観客は見抜けなかったという。

4）戦前の蓄音機時代から戦後の電蓄、ステレオ時代に至るまで日本のオーディオ評論の第一

　人者として自論を展開した研究者である。米国ウェスタンエレクトリック社の高さ1．5メー

　　トルの映画用スピーカーを自宅スタジオに持ち込み最後まで、その音を楽しんだ。

5）後編に書くが、クレデンザ蓄音機と同等のモデルがスクールモデルとしてアメリカの学校

　　には普及していた。
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